
第 2 の危機：自然に対する人間の働きかけが縮小撤退することによる里地里山な
どの環境の質の変化、種の減少など 

 

●20世紀後半からエネルギーの供給構造の変化等、社会経済の構造的な変化が生じた。 

●里地里山の利用が縮小しており、生態系の質の低下が懸念されている。 
●中大型哺乳類の分布拡大による農林業被害や植生被害も問題となっている。 
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出典：JBO、林野庁, 環境庁, 環境省, 鳥獣関係統計 

 

 

 

図○-○ 里地里山的環境における 2050年までの 
      無居住・低密度居住地域の割合 
 

注：里地里山的環境とは、現存植生図において農耕地、二次草原、二次林のうちの合計面積が 

50％以上を占め、かつ 3つのうち少なくとも 2つを含む 3次メッシュ 

出典：環境省「自然環境保全基礎調査」、国土交通省国土計画局推計値（メッシュ別将来人口） 
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注 1: 2007-9年度のデータは暫定的なものである。 

注 2:1978年、2003年、2007-9年度ともに 5kmメッシュ。 

注 3:2007-9 年度の拡大データは 2007-9 年度の間の狩猟及び捕獲許可（有害鳥獣駆除および特定鳥

獣保護管理計画）による捕獲位置報告で報告のあったメッシュのうち、種の多様性調査の 2003年の

生息域でなかったメッシュである。なお、狩猟及び捕獲許可による捕獲位置報告は、３年間の狩猟

者等による捕獲位置の報告として、都道府県・環境省地方環境事務所からの報告を使用している。

そのため、一部に誤報告と考えられるデータが含まれる。 

出典：1978 年及び 2003 年：自然環境保全基礎調査 種の多様性調査 2007-9 年：狩猟及び捕獲許可

（有害鳥獣駆除および特定鳥獣保護管理計画）による捕獲位置報告 

 図○-○ 過疎化が進む地域の人口推移 

 

 
注：「過疎化が進む地域」は、現時点の人口密度が、過疎地域の平均的な人口密度（約 51人/km2）を 

下回っている国勢調査上の小地域（町丁・字等の地域）。約 3万地域、国土面積の約 6割。なお、 

「過疎地域の平均的な人口密度」は、過疎地域自立促進特別措置法上の「過疎地域」（平成 22年 

4月 1日時点で 776市町村）における人口の合計と面積の合計から算出 

出典：総務省「国勢調査報告」、国土交通省国土計画局推計値（小地域別将来人口） 
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出典：JBO、総務省, 日本長期統計総覧、同, 日本の長期統計系列. 

 

薪炭の生産量の減少 

 

 高度経済成長期に薪炭林などの二次林の利用・管理が縮小した。 

耕作放棄地面積の増加 

 

狩猟者数は減少し、高齢化が進んでいる。 

狩猟による圧力の減少 

ニホンジカの分布拡大と捕獲数の推移 

 

 

耕作放棄地の面積は最近 20 年間でおよそ 3倍に増加。 
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野生鳥獣による農作物被害額の推移 

被害額は高い水準で継続している。 

出典：農林水産省_全国の野生鳥獣類による農作物被害状況について（平成 21年度） 

 

 

ニホンジカの分布は全国的に拡大しており、捕獲数は増加している。 

注 1：耕地であったもので、過去１年間以上作物を栽培せず、数年の間に再び耕作する

はっきりした意思のみられない土地を示す。 

出典：JBO、農林水産省, 農業センサス累年統計書. 
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(注 1,2,3) 


